
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和8年１０月２０日発行 

芽室町子育て支援課 

子育て支援係 

℡62-９７３３ 

１０月号 
                             

虐待とは言い切れない大人からこどもに対する避けたいかかわりを 

「マルトリートメント（マルトリ）」といいます。 
大人としては、「しつけのつもり」「自分はこうされて立派に育ってきた」と加害のつもりがない場合でも、 

     行為そのものが不適切であればマルトリに該当します。 

マルトリによって、 

こどもの脳は簡単に

傷つき、大人になっ

てからの心身の健康

や行動に影響する可

能性があります。 

身体的マルトリ（体罰） 心理的マルトリ 

叩く 

こどもを支配する 
「あなたのためよ」と 

意見を押しつける 

前頭前野が縮む 
怒りを抑制できず攻

撃的になる 

他の子と

比べる 

ことばの暴力 
「ダメな子」と 

否定する 

服を着替えさ

せないなど 

不潔にする 

ネグレクト 

聴覚野が変形 
聞こえや会話、コミュ

ニケーションがうま

くできなくなる 

こどもに食事や

教育を与えない 

こどもを長時

間一人で留守

番させる 

大人の気分で 

ひどく怒られる 

脳梁が縮小 
愛着が形成できず、

喜びや快楽を感じに

くくなる 

こどもに夫婦喧嘩

を見聞きさせる 
視覚野が縮小 

表情を読めず、対人関

係がうまくいかなくな

る 

親が全裸で部屋

をウロウロする 

性的マルトリ 

つらい時、迷った時は誰かに話そう 
「～すべき（べき論）」「世間の目」などに惑わされず、子育てに対する自信を身につけていくことが大切です。しかし、一人

では判断できないことが多いものです。そんな時は誰かに相談してみましょう。地域では、こども家庭センターめむろんや子

育て支援センター等で相談が可能です。お気軽にご相談ください。 

【ご相談先】  こども家庭センター めむろん  （芽室町役場子育て支援課子育て支援係） 

TEL：６２－９７３３、６２－７８３０（すくすくコール） メール：kosodate@memuro.net 

 

 

マルトリートメントって？ 
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https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1559782239/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tdXNoaXRlYy1mdWt1c2hpbWEuZ3IuanAvcHJvZ3JhbS1ibG9nLzIwMTkvMDYvLTYxLmh0bWw-/RS=%5EADBt83A.pFDmjflc5Jg0dSxM5lPirc-;_ylt=A2RCL57eEfdciXcAZhqU3uV7


 

 

 

芽室町子どもの権利条例 

芽室町では、すべての子どもがすこやかに育つために、すべての子どもの権利を保障し、すべての子どもが幸せ

に暮らせることを願って、平成 18 年 4 月にこの条例（きまり）をつくりました。 

※ 権利とは ・・・ ものごとを自分の考えで自由に行うことができること  

 

生きる権利・・・すこやかに安心して生きる 

命を大切にされ、いじめや暴力を受けないようにされ

ます。 

・愛情を受けながら育つことができます。 

・けがや病気のときは治療を受けられます。 

・誰からも暴力や暴言などを受けずに、安心して生活

できます。 

育つ権利・・・自分らしく生きる 

好きなことをしたり、学んだりしながら、自分らしく生き

ることができます。 

・将来の夢のため、必要なことを学んだり、経験したり

できます。 

・自分のやりたいことに夢中になれます。 

・体や心が疲れたときには休めます。 

守られる権利・・・自分を守る、守られる 

あらゆることから自分を守り、周囲からも守ってもらえ

ます。 

・命の危険から守られます。 

・秘密が守られます。 

・どんな理由であっても、差別やいじめから守られま

す。 

参加する権利・・・自分の気持ちで参加する 

自分の意見や考えでさまざまな活動に参加できま

す。 

・自分の意見や考えが大切にされます。 

・自分の気持ちを聞いてもらえます。 

・友だちと集まり、さまざまな活動ができます。 

・子どもの権利が守られていないと感じたときの相談先です。 

・子どもを守るために、できごとを調査し、助けるための方法を話し合います。 

・子どもが困っていることや解決してほしいことなどを、直接聞いてもらうことができます。 

子どもの 

権利委員会 

みんなで大切

にしたいこと 

・権利は、みんなが生まれたときからもっているものです。 

・自分だけではなく、周囲の人も同じように権利を持っています。 

・自分の権利だけではなく、「相手の権利を大切にする」相手を思いやる心が大切です。 

・「権利があるから何をしていい」とはなりません。 

・それぞれの人がルールを守ることや相手を思いやることで、みんなが安心して生活できます 

ご存じですか？ 

子どもの権利ってなに？ 

いじめや虐待を受けている人を見たり、聞いたりしたときは、次の相談先へ連絡してください。 

虐 待   ◆芽室町子育て支援課（子どもの権利委員会事務局）  ☎0155-62-9733   

◆北海道帯広児童相談所  ☎0155-22-5100 

いじめ   ◆スクールライフアドバイザー（芽室町教育委員会教育推進課）  ☎0155-62-9729 

その他  ◆十勝こども家庭支援センター  ☎0155-22-3322  （子ども、家族、地域からの子どもに関する相談を受け付けます） 

 

  

 

 

 

 


